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1 は じ め に

山形県において,`天寿'は 8月 旧盆出し切り花キクの

主要品種であり,露地でシェード栽培されている。この作

型では,貫生花が発生じやすく.産地ではその発生率と障

害程度が切り花収量及び品質の低下をまねくことから問題

となっている。

著者らは,これまでに貫生花の発生は総芭鱗片形成期か

ら花弁形成期に,小花突起の間に不規則な総芭様突起が形

成されることにより発生し,25℃以上の相対的高温が発生

を助長し,その発生率及び程度には系統間差があることを

明らかにした:に 実際栽培における貫生花の発生軽減対策

として,シ ェード用資材にはシェード施設内の温度上昇が

相対的に4ヽさいホヮイトンルバーの使用,シェード終了後
に遮光率40～50%の被覆資材による昇温抑制の効果を明ら
かにした1)。

本報では,花芽分化ステージのうち総芭鱗片形成期から

花弁形成期の葉面散水処理による植物体温の低下が貫生花

の発生に及ぼす影響について検討した。

2試 験 方 法

(D 供試品種 :`天寿'(山形園試在来系統)
12)試 験 区 散水回数 :3回 (14時・ 16時・ 18時 ),
1回 (14時),無処理

(3)散水期間 :1999年 6月 24日 ～7月 12日 (総芭鱗片形

成期～花弁形成期)

(4)散水方法 :ミ ストノズルを33ピあたり1箇所,ベ ッ
ド上15mの位置に設置し,所定の時刻に 1回当たり2分

間ミスト状に散水した。

働 試験規模・場所 :1区44株 2反復・場内雨よけハウ
ス

6)栽培概要
挿し芽 :1999年 3月 25日

定 植 :1999年 4月 15日

摘 心 :1999年 4月 22日  3本仕立て
シェード期間 :1999年 6月 10日～6月 24日

12時間日長 (18:00～ 6:00)

栽植密度 :う ね幅130cI,株 間12cl,条間35cI.2条植

施肥量 (kg/a)基肥 :N15,P20,14,K2017

17)調査基準

貫生花の程度は,1輪中に異常な芭葉の発生力詮 くなかっ
たものを「無J,1輸中に異常な芭葉が 6枚以下のものを
「少」,同様に 7枚以上みられたものを「多」として分類 し

た。

3 試験結果及び考察

散水状況は,植物体の頭_Lか ら水が噴霧され,茎頂部及
び展開葉から水滴がゆっくりと滴り,茎中位節の葉まで完

全に濡れていた。散水に使用した水温は,おおむね20℃ で

あった。

晴天日の散水直後の茎中位から最上位節の展開葉及び茎

頂部の植物体温は,14時の散水 3回区及び 1回区では無処

理区に比べて43～65℃低下した。散水 3回区の16時及び
18時は同様に各 5々2～75℃ ,36～ 51℃低下した (表 1)。

散水区の葉温の推移について,晴天日 (7月 8日 )では
散水直後に急激に低下し,その後は緩やかに上昇し,14時
は約 1時間後まで 2℃程度の温度低下が維持されていた。

表 1 気温と部位別温度 (単位 :℃ )

測定日時  気温  散水処理 茎中位葉(温度差) (敵差) (温度差)
7月 6日  265  3皿東   198 (-44)
14:∞      3E洒   208(-59)
備0    1[疎  195(-47)
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3回東  189
3晒  188
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(-45)

(-36)
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(-01)
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注 放射温度計 (MINOLTA HT-10D)
測亀
カッコ内は無処理区との差。
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で散水直後
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図 1 散水処理による葉温の推移
(7月 8日 晴れ)

※ 放射温度計で最上位展開葉を測定

表2 発雷・開花及び貫生花の発生

平 均 平 均 貫生花` 1輪あたりの貫生花程度。
発雷口 開花日 発生率  無   少   多
(月 日) (月 日) (%)  (%)  (%)  (%)

3  回   73     86    725    275   678    47
1  回   73    87    785   21 5   688    97

^AA^は ^V当
碑
や
｀
「     
「
_¬=

―

=艦理

lt対

散水処理の有無が葉温に及ぼす影響

(7月 9日曇り)
放射温度計で最上位展開葉を測定
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注 a:貫生花の程度「少J+「多J
bl貫生花の程度 :無 (発生なし),少 (以 上包葉 6

枚以下),多 (以上芭葉7枚以 Ll

16時は葉温の上昇がさらに緩やかになり,18時は葉温の低

下及びその後の上昇も小さかった (図 1)。 曇天日 (7月

9日 14時)では,散水直後に葉温が急激に低 ドし,そ の後

は緩やかに上昇するものの,25分後までは無処理区に比べ

て約 4℃の温度低「
を維持し,おおよそ35分後まで温度の

低 ドが認められた (図 2)。

平均発苦日は各区とも7月 3日 であり,平均開花日は 8

月6日 ,7日 ではとんど差がなく,散水処理が発雷及び開

花時期に及ぼす影響は認められなかった (表 2)。

貫生花の発生率は,散水 3回区が725%,次 いで無処理

区が764%,散水 1回区が785%と なり,各区とも高率で

発生し,区間差は小さかった。しかし,貫生花程度の重い

「多Jの割合は無処理区が152%と 最も多く,散水 1回区

が97%,散水 3回区が47%と最も少なくなり,散水回数
が多くなるほど貫生花程度「多Jの害1合 は少なくなった

(表 2)。 これら貫生花程度の重い切り花は,商品性が著 し

く低下するものと判断された。

貫生花程度「無Jと「少Jを合わせた商品花率は,無処

理区が848%,散水 1回区が903%,3回 区が953%であ

表 3 切り花品質

散水処理商品花率̀ 切花長 切花重  茎径  節数  葉長
｀  葉幅l  花首長

(%)  (m)  (:)  (皿 )  (節 )  (m)  (硼 )  (硼 )

3 回 953 926 683 72 454 74 41 23
1 回 903 924 665 73 460 76  39  23
無処理 848 947 716 72 461 81 45 25
注 al商品花率={貫生花発生程度(無)+(少 )}

/全収量×100
bl最上位から5枚下の葉

り,無処理区より散水 3回区では約10%,1回区では約 5

%向上した (表 3)。

切り花品質は,散水各区で切り花重が無処理区よりやや

軽くなったものの,切 り花長,茎径,節数、花首長に大差

は認められず,著 しい徒長や切り花ボリュームの低下もな

く,商品性は十分であった (表 3)。 病害の発生は無処理

区,散水区ともに慣行の防除管理下では観察されなかった。

4 ま  と  め

キク `天寿'における8月 旧盆出しシェード栽培の貫生

花の発生は,総包鱗片形成期から花弁形成期 (シ ェード開

始 3～ 5週間日)に頭上から茎葉へ散水し,植物体温を低

ドさせることで軽減できると考えられる。
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